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2004年度の集計結果
三菱製紙は、地球環境保全を重視した経営の一環として、環

境会計の導入を図っています。この「環境会計」は、環境省に

よる「環境会計ガイドブック」に準拠して、環境保全コスト

（投資・費用）、環境保全効果を試算しました。

環境会計

総 合 的 効 果 対 比 表  
集計範囲：（三菱製紙株式会社） 
対象期間：２００４年４月１日～２００５年３月３１日 
単　　位：（百万）円 
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（「投資額」は社内認許ベースにて計上しています） 

（「当該期間の投資額の総額」には、海外植林関連投資等の財務投資額および無形固定資産の取得は含まれていません） 
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（ 2 0 0 3年度対比）  

（2004年度実績） 

0.17t／年増加 
0.2％ 削減　（▲0.1トン） 
排出なし 
 
2,034kL　　（重油換算） 
11.2％ 削減 
（重油換算 41,708k /トン） 
 
 
 
　 
2,618ha 増加

0.4％ 増加　（5.9％→6.3％） 
 
16.9％ 増加　（50.3％→67.2％） 
 
 

33.7トン　（絶乾換算） 

（注１）  目標設定した基準と実績との差額を「経済効果金額」として計上しています。 
（注２）  新規購入費用と再生費用との差額を「経済効果金額」として計上しています。 

1,281千トン→1,172千トン（CO2換算） 
（対前年比：8.5％削減） 

（1）集計要領
1）環境省による「環境ガイドブック2002年版」に準拠しました。
2）適用範囲は、三菱製紙株式会社のみで、グループ会社（関
係会社）は含みません。

3）集計対象期間は、2004年4月1日から2005年3月31日まで
です。

4）環境保全効果の金額および物量は、原則として対前年比と
しました。

（2）2004年度集計結果
三菱製紙における2004年度の環境コストの総額は、6,963

百万円（投資額：4,207百万円・費用額：2,756百万円）でした。
三菱製紙の2004年度の環境コストのうち、投資額は4,207

百万円で、地球環境保全に向けた廃棄物発電設備の建設をはじ

め、数々の省エネルギー投資、海外植林に費やした他、水質改

善のために八戸工場でECF漂白の比率を50％から80％まであ
げる事業が主なところです。一方、費用額は2,756百万円で、
約50％を公害防止関連の費用が占めています。これは、各工
場における水質汚濁防止，大気汚染対策などの環境規制の遵守

に注力し、一貫して工場周辺地域における環境保全に務めてい

る三菱製紙の姿勢を現すものです。

尚、今年度の化石エネルギー原単位は昨年度比11.2％減と
大きく向上致しました。これは八戸工場の廃棄物ボイラーが稼

働を始めたことによります。

（3）海外植林の投資と費用について
三菱製紙では、チリ，タスマニア，エクアドル，オーストラ

リアの各国に、それぞれ現地法人の植林会社を設立させていま

す。海外植林は長期間にわたっての投資を要しますが、当社で

は植林事業を単なる原料の確保目的とするのではなく、炭素固

定化や資源保全など地球環境への貢献をも目的に含めて、現地

法人の「信用保証」などの形で積極的に海外植林への投資をお

こなっています。一方、これらの海外植林の維持運営に関わる

直接の費用については、これらの関連子会社の費用として計上

されています。

したがいまして、海外植林につきましては、環境会計の投資

額として三菱製紙のコストとして計上していますが、費用分の

集計からは除外しています。


